
本
市
に
お
い
て
超
高
齢
化
と
い
う
急

激
な
変
化
に
直
面
し
、
社
会
保
障
関
連

費
が
増
大
す
る
中
で
、
積
極
的
な
男
性

の
健
康
増
進
、
介
護
予
防
教
室
へ
の
参

加
の
推
進
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
質
問
を
す
る
。

質
問
一

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
。

二

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

生
活
機
能
が
自
立

し
て
い
る
元
気
な
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
１
次
予
防
事
業
と
、
要
支
援
・
要
介

護
状
態
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
２
次
予
防
事
業
が
あ
る
。

平
成
２５
年
度
の
男
性
の
参
加
率
は
、

１
次
予
防
事
業
で
１７
㌫
、
２
次
予
防
事

業
で
２６
㌫
で
あ
り
、
男
性
の
参
加
率
の

向
上
が
課
題
で
あ
る
。

民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
プ
ー
ル

で
の
水
中
運
動
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ

ン
を
活
用
し
た
運
動
な
ど
、
男
性
が
参

加
し
て
み
た
い
と
感
じ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
た
。
男
性
の
参
加
率
が
３３
㌫

に
上
昇
し
、
一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
た
。

二

介
護
予
防
は
、
単
に
心
身
機
能
の

維
持
向
上
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、
地

域
に
生
き
が
い
や
役
割
を
持
っ
て
生
活

で
き
る
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、
生
活
の

質
の
向
上
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

今
後
も
、
高
齢
者
が
集
う
場
所
や
通

い
の
場
と
な
る
よ
う
な
介
護
予
防
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

災
害
時
に
お
け
る

ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
に
つ
い
て

養
命
酒
製
造
㈱
の
跡
地
に
、
今
後
大

手
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
進
出
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
鶴
ヶ
島
第
二
小
学
校

が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
、
近
隣
の
道
路

は
、
通
学
路
で
あ
り
、
生
活
道
路
で
も

あ
る
。
交
通
量
の
増
大
等
諸
問
題
も
多

い
と
考
え
ら
れ
、
地
域
環
境
対
策
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

質
問
一

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

二

養
命
酒
製
造
㈱
、
出
店
業
者
、
市

と
の
協
議
に
つ
い
て
。

三

地
域
住
民
と
の
協
議
に
つ
い
て
。

四

道
路
行
政
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

現
在
、
店
舗
設
置

事
業
者
が
関
係
機
関
へ
事
前
の
相
談
を

行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
り
、

店
舗
面
積
が
１
０
０
０
平
方
㍍
を
超
え

る
場
合
は
、
埼
玉
県
に
届
け
出
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
届
け
出
前
に
事
業
概
要

書
の
提
出
が
あ
り
、
そ
の
後
、
市
と
事

業
者
が
交
通
協
議
を
行
う
。

二

開
発
行
為
に
関
連
し
た
相
談
を
受

け
て
お
り
、
地
域
住
民
に
十
分
な
説
明

を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

三

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ

く
届
け
出
が
あ
っ
た
場
合
、
２
か
月
以

内
に
地
元
説
明
会
の
開
催
が
あ
る
。

四

児
童
の
た
め
に
も
十
分
な
交
通
安

全
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
各
関
係
機
関

と
協
議
を
重
ね
、
必
要
な
安
全
対
策
を

講
じ
て
い
く
。

養命酒製造（株）の跡地

参加率の向上と事業の魅力の

向上を目指す

松尾 孝彦 議員

男性対象の介護予防
教室について

養
命
酒
跡
地
活
用
に

つ
い
て

大
曽
根
英
明
議
員

交
通
安
全
対
策
等
を
十
分
に

講
じ
る

つるがしま市議会だより第１６９号〔９〕


